東日本大震災による被災資料の救出活動と収蔵庫建設の取り組み : 宮城県気仙沼市大島漁業協同組合資料の救出と保全 by 田上 繁
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2011 年 3 月 11 日に発生した、わが国観測史上最大のマグニチュード 9.0 の巨大地震と
大津波により、多くの尊い命が奪われ、あるいは、重傷を負い、多数の家屋が流失、倒壊す
るという筆舌に尽くしがたい被害を被った。神奈川大学日本常民文化研究所（以下、常民研）
と大学院歴史民俗資料学研究科（以下、歴民研究科）では、震災後の 5 月 13 日から宮城県
気仙沼市大島において合同で被災資料の救出ボランティア活動に取り組んだ。その活動は、
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った。その活動は、各班 20 人前後で 5 班の救出チームを編成し、3 泊 4 日の日程で各班が  
リレー方式で大島へ出向いて作業を行うといった形で進められた。 
 救出作業は、「東日本震災支援室」を発足させ「KU 東北ボランティア駅伝」として派遣
する体制を整えていた大学からも全面的な支援を受けて 5 月 13 日から着手し、5 月 31 日
までの 19 日間をかけて実施した。その結果、最終的には海岸沿いの大島漁業協同組合事務

















































  私は母校・神奈川大学を卒業したのは、1973 年で、38 年が過ぎ去りました。……30 年


































 1949 年 8 月、本事業で気仙沼湾が調査地となり、気仙沼一帯の文書調査が行われた。調
査員は、大島村のＭ家、鹿折村Ｏ家をはじめ、10 件の文書を借用している。同年 10 月に



























         



















             図 2.資料のまとまりごとに番号を付与 
 
  











































の救出作業最終日である 2011 年 5 月 31 日までに完了し、水上氏、千葉氏や漁協職員の方々
の協力によってトラックへ積み込む準備が整った大型ダンボール 145 箱被災資料は、翌 6
月 1 日、奈良市場冷蔵株式会社の 10 トントラックで奈文研に向けて搬送された。 
 冷凍車で奈良へ搬送された被災資料は、一時的に冷凍会社の冷凍室にストックされたの


















 ④ 2012 年 7 月にこれらの作業もすべて終え、文化庁、宮城県教育委員会、気仙沼教育
委員会などのご尽力で 2012 年 11 月には大島小学校の 3 階の空き教室に運び込まれた。こ
の運搬には、常民研の所員・職員とともに、遠く神奈川県や東京から参加されたボランティ
アの方々によって行われた。 
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 常民研でも 6 月 20 日の所員会議において、乾燥終了後の保存・保管についての議論がな
され、新たな収蔵庫の建設の方向が決定された。その場合、外部資金の申請が不可欠であっ
たが、幸い、「気仙沼大島漁業史文庫の復興」計画（2011 年 9 月～2014 年 9 月の 3 年間、











 一方で、地域住民の理解を得られるよう努力し、2012 年 11 月には「第 1 回漁協文庫を
語る会」を現地で開催した。これまで漁協資料の保管と整理に尽力された千葉氏をはじめと
した現地関係者からは、資料の概要と重要性が説かれ、常民研関係者からは救出活動および































                           写真 10.収蔵庫の建設 
 









 ① 145 箱の大型ダンボールに詰められて大島から奈文研へ搬出された資料は、普通サ  
イズのダンボール箱 300 箱に詰め替えられて大島に帰還した。 




 ③ 一方、千葉氏は配架のため独自の「大島漁協文庫資料分類表」を作成して、約 5000  
点の資料を分類した。それに伴い、2015 年 8 月に文書チームが現地で分類番号別
に仕分け直し、書架への配架作業に備えた。 
 ④ 2015 年 9 月 18 日に建築チームが書架製作を進め、9 月 23 日からは文書チームが配  
架の作業に着手した。 
 ⑤ 上記④の作業と併行して、一部ファイリングの作業も行った。 
 
  
資料 11.乾燥した資料の汚泥除去作業       写真 12.地元の方々も参加しての 
ドライクリーニング作業 
   
写真 13.ドライクリーニングボックスを            写真 14.資料の配架作業 
利用したクリーニング作業 

















 ① シンポジウム 
    すでに、2015 年 9 月 26 日に「大島漁業史文庫」の完成に合わせて、第 2 回「漁
業史文庫を語る会」として「漁協文庫の未来に向けてのシンポジウム ―漁村文化と
大島の未来―」と題するシンポジウムが開催された。 
 ② 常民研所員を中心とする共同研究 
    2015 年度から共同研究「漁場図の研究」（「海域・海村の景観史に関する総合的
研究」）のフィールドとして、大島での研究を開始した。これは、歴史学、民俗学、
建築学、文化人類学、地理学などによる学際的な共同研究である。 
 ③ 地元研究者による共同研究 





   











   
気仙沼市大島の重要な有形遺産である大島漁協被災資料の救出活動については、多くの
問題を内包しながらも、とくに貴重資料と位置づけられていた「大島漁業史文庫」の資料
































 震災後 6 年を経た現在、被災資料の救出作業は一応の区切りを迎えたが、依然として多
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